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議
員

自
治
の
基
本
理
念
と

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
明
ら

か
に
し
、
自
治
に
関
す
る
基

本
事
項
を
定
め
て
推
進
を
図

る「
平
塚
市
自
治
基
本
条
例
」

が
平
成
十
八
年
十
月
一
日
に

制
定
さ
れ
た
。
自
治
の
推
進

に
は
職
員
が
条
例
の
趣
旨
を

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
る
が
、
行
政
組
織
内
の

対
応
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

こ
の
条
例
の
中

に
「
市
の
職
員
の
責
務
」
を

規
定
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
で
あ
る
市
民
の
参

加
と
協
働
の
視
点
に
立
ち
、

市
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、「
平
塚
市

自
治
基
本
条
例
の
手
引
き
」

を
庁
内
全
課
に
配
付
し
て
条

例
の
内
容
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
職
員
研
修
も
実
施
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
庁
内
各
課

で
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

協
働
の
事
例
を
調
査
・
把
握

し
、
今
後
策
定
す
る
各
種
の

実
施
計
画
に
つ
い
て
も
協
働

の
視
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員

制
定
以
降
、
条
例
に

つ
い
て
市
民
に
は
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
き
た
の
か
聞
き

た
い
。

企
画
部
長

条
例
に
対
す
る

市
民
の
理
解
を
深
め
る
趣
旨

か
ら
、
広
報
紙
の
特
集
号
を

発
行
し
た
。
ま
た
平
塚
市
自

治
基
本
条
例
制
定
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
自
治
基
本
条
例
の
手
引

き
を
配
布
し
て
い
る
。

議
員

条
例
に
規
定
さ
れ
た

自
治
の
基
本
原
則
の
う
ち
、

「
情
報
共
有
の
原
則
」
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
施
策
を
聞

き
た
い
。

企
画
部
長

行
政
課
題
や
、

実
施
事
業
、
計
画
等
の
情
報

を
積
極
的
に
提
供
す
る
一
方

で
、
市
民
の
考
え
や
意
見
な

ど
の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ

と
で
、
市
民
、
議
会
、
行
政

の
情
報
の
共
有
化
が
進
む
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
に

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
公
民
館
等
に
設
置
し
て

い
る
市
民
情
報
端
末
機
に
よ

り
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員

「
参
加
の
原
則
」
に

関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

企
画
部
長

「
市
長
へ
の
手

紙
」
や
「
い
ど
ば
た
会
議
」
、

「
学
び
ト
ー
ク
」
の
活
用
と

あ
わ
せ
、
各
種
審
議
会
や
委

員
会
等
で
市
民
委
員
を
公
募

し
て
条
例
や
計
画
等
に
対
す

る
意
見
を
聞
き
、
市
民
参
加

が
可
能
な
制
度
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。
ま
た
、
現
在
各
課

で
行
っ
て
い
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
の
制
度
化
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員

こ
の
条
例
の
大
き
な

柱
で
あ
る
「
協
働
の
原
則
」

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
事
例

を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

主
な
取
り
組
み

事
例
と
し
て
は
、
住
民
や
地

域
の
各
種
団
体
が
連
携
す
る

と
と
も
に
、
行
政
と
も
協
力

し
て
活
動
し
て
い
る
「
ま
ち

き
ら
め
き
応
援
隊
」
や
「
ひ

ら
つ
か
文
化
財
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
」、「
里
山
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
会
」、「
馬

入
花
畑
の
会
」、「
町
内
福
祉

村
」、「
や
わ
た
子
ど
も
村
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、

十
八
年
度
か
ら
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
『
金
目
ま
る
ご
と

博
物
館
』」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

議
員

ま
ち
づ
く
り
や
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
地
域
の
人

達
の
力
が
必
要
で
あ
る
。
地

域
の
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

地
域
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、

職
業
を
通
じ
て
豊
富
な
知
識

や
経
験
、
技
能
や
資
格
を
有

す
る
方
が
大
勢
い
る
。
こ
れ

ら
の
方
の
力
を
直
接
・
間
接

的
に
行
政
分
野
に
提
供
し
て

も
ら
う
こ
と
は
、
協
働
や
自

治
体
経
営
の
視
点
か
ら
も
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
の

活
性
化
の
面
で
も
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

生
涯
学
習
に
お
け
る

地
域
の
人
材
は
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

生
涯
学
習
活
動

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
平

塚
市
総
合
計
画
・
改
訂
基
本

計
画
第
三
次
実
施
計
画
の
中

で
、
人
材
発
掘
・
活
用
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
従
来
は
「
生
涯
学
習
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
・
講
師
名
簿
」

を
作
成
し
て
い
た
が
、
平
成

十
七
年
四
月
か
ら
、
神
奈
川

県
の
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ

ム「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
」

の
人
材
情
報
に
、
本
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
ひ
ら

つ
か
の
生
涯
学
習
」
を
リ
ン

ク
さ
せ
て
人
材
登
録
を
行

い
、情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

登
録
に
つ
い
て
は
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
一
九
八
人

の
講
師
が
本
市
の
登
録
を
承

諾
し
て
い
る
。

議
員

市
民
の
力
が
行
政
運

営
に
生
か
さ
れ
て
い
る
具
体

的
な
例
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

各
種
審
議
会
、

協
議
会
、
懇
話
会
、
検
討
会
、

市
民
会
議
等
の
委
員
と
し
て

多
く
の
方
の
参
画
を
得
て
い

る
。
平
成
十
八
年
十
月
に
施

行
し
た
平
塚
市
自
治
基
本
条

例
や
、
上
程
中
の
平
塚
市
総

合
計
画
基
本
構
想
も
、
こ
れ

ら
の
会
議
に
参
加
し
た
市
民

と
と
も
に
策
定
し
て
き
た
。

議
員

本
市
が
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
「
財
政
健
全
化
対
策
」

は
十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年

度
ま
で
を
重
点
推
進
期
間
と

位
置
付
け
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

取
り
組
み
の
内

容
は
、「
財
政
運
営
全
般
に

わ
た
る
も
の
」、「
歳
出
構
造

の
改
善
」
お
よ
び
「
歳
入
構

造
の
改
善
」
で
あ
り
、
こ
の

取
り
組
み
を
行
う
中
で
堅
実

な
財
政
運
営
に
努
め
、
財
務

体
質
の
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
長
期
的
に
は
、

実
質
単
年
度
収
支
の
黒
字
化

も
視
野
に
入
れ
た
財
政
運
営

を
目
標
と
し
て
い
る
。

議
員

一
般
、
特
別
、
企
業

の
各
会
計
を
合
わ
せ
る
と
、

十
七
年
度
末
の
本
市
の
市
債

残
高
は
約
一
二
七
二
億
円
、

市
民
一
人
当
た
り
で
は
約
四

九
万
六
〇
〇
〇
円
と
な
る
。

今
後
こ
の
状
況
を
ど
う
改
善

し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

総
務
部
長

今
後
の
市
債
の

借
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
全
会
計
の
借
入
額

が
元
金
償
還
金
を
上
回
ら
な

い
範
囲
と
す
る
こ
と
で
市
債

残
高
の
増
加
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
将
来
の
事
業
計
画

を
想
定
し
た
市
債
発
行
額
と

元
利
償
還
金
の
推
計
な
ど
に

よ
っ
て
、
適
正
な
市
債
管
理

を
行
っ
て
い
く
。

議
員

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

の
中
に
市
債
残
高
の
目
標
値

も
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

健
全
化
プ
ラ
ン

の
「
歳
出
構
造
の
改
善
」
の

中
で
「
適
正
な
市
債
の
発
行

に
よ
り
公
債
費
を
抑
制
す
る
」

と
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
の
見

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
特
別

会
計
を
含
め
た
全
会
計
の
市

債
残
高
の
目
標
設
定
も
検
討

し
て
い
く
。

議
員

十
九
年
度
予
算
は
骨

格
予
算
で
の
編
成
と
し
て
い

る
が
、
市
民
の
く
ら
し
の
状

況
を
認
識
し
た
う
え
で
、
ど

の
よ
う
な
行
政
運
営
を
行
う

考
え
な
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
既
存
の
概
念
に
と
ら

わ
れ
ず
に
施
策
の
意
図
・
目

的
、
必
要
性
等
を
十
分
検
討

し
て
歳
出
全
体
の
徹
底
し
た

洗
い
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

受
益
と
負
担
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
行
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
配
慮

し
た
行
政
運
営
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

編
成
方
針
で
は
財
政

の
健
全
化
が
強
調
さ
れ
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
負
担

の
増
加
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。

市
民
へ
の
負
担
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

財
政
健
全
化
を
行
う

の
は
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
市
政
を
持
続
的
に

可
能
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

真
に
支
援
が
必
要
な
分
野
に

は
援
助
を
行
う
の
が
行
政
の

役
割
で
あ
る
と
い
う
考
え
は

変
ら
な
い
。
受
益
者
負
担
に

つ
い
て
も
、
そ
の
適
用
範
囲

や
程
度
に
つ
い
て
適
切
に
判

断
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
特
別
職
等
の
退
職
手
当
の
削
減
や
神
奈
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
に
つ
い
て
の
協
議
な
ど
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
塚

市
自
治
基
本
条
例
制
定
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
ほ
か
、
経
済
の
分
野

で
は
、
本
市
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
環
境
の
分
野
で
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い

て
、
教
育
の
分
野
で
は
、
道
徳
教
育
や
い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
な
ど
が
審
議
の
焦
点
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
五
面
と
八
面
に
、

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
を
六
面
に
ご
紹
介
し
ま
す
（
総
括
質
問
を
行
っ
た
議

員
名
と
主
な
項
目
は
七
面
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

平
成
十
八
年
九
月
定

例
会
に
平
塚
市
総
合
計
画
基

本
構
想
の
議
案
が
上
程
さ
れ

た
。
議
会
で
は
「
平
塚
市
総

合
計
画
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
て
審
査
し
た
が
、「
さ
ら

に
検
討
・
研
究
を
要
す
る
」

と
し
て
継
続
審
査
中
で
あ
る
。

上
程
ま
で
の
経
過
を
聞
き
た

い
。

助
役

こ
の
総
合
計
画
は
、

市
民
と
市
が
共
通
の
理
念
の

も
と
に
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
検
討
段

階
か
ら
市
民
参
加
を
図
り
、

十
六
年
度
か
ら
策
定
作
業
を

行
っ
て
き
た
。
平
成
十
七
年

七
月
の
「
ひ
ら
つ
か
未
来
市

民
会
議
」
か
ら
の
提
言
書
を

受
け
、「
た
た
き
台
」、「
一

次
素
案
」の
公
表
等
を
経
て
、

平
成
十
八
年
四
月
に
「
二
次

素
案
」
を
ま
と
め
た
。
そ
し

て
五
月
に
「（
仮
称
）
次
期

平
塚
市
総
合
計
画
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
（
素
案
）」

と
し
て
、
こ
の
二
次
素
案
を

「
平
塚
市
総
合
計
画
審
議
会
」

に
諮
問
し
、
七
月
に
は
「
内

容
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
妥

当
」
と
の
答
申
を
受
け
た
。

し
か
し
配
慮
す
べ
き
事
項
と

し
て
何
点
か
の
意
見
が
付
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
を
尊
重
し

た
う
え
で
議
会
へ
上
程
し
た
。

議
員

総
合
計
画
の
土
地
利

用
計
画
が
本
市
の
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
土
地
の

高
度
利
用
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

助
役

現
在
実
施
中
の
新
平

塚
市
総
合
計
画
・
改
訂
基
本

計
画
で
は
、商
業
系
用
地
の

土
地
利
用
で
高
度
利
用
と
い

う
表
現
を
用
い
て
お
り
、
優

良
建
築
物
へ
の
助
成
制
度
を

行
う
と
と
も
に
、
土
地
の
共

同
利
用
に
よ
る
高
度
化
を
推

進
し
て
い
る
。
今
回
の
総
合

計
画
基
本
構
想
で
は
、
新
た

に
国
の
方
針
も
受
け
、「
居

住
」
と
い
う
文
言
も
加
え
て

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
表
現
し
、

高
度
利
用
を
推
進
す
る
考
え

で
あ
る
。

議
員

合
併
に
つ
い
て
市
長

は
「
機
が
熟
し
た
ら
議
論
す

る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ

の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

市
長

一
市
だ
け
で
は
行
政

改
革
や
財
政
健
全
化
が
進
ま

ず
、
行
政
シ
ス
テ
ム
を
変
更

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
を

し
た
時
、
ま
た
各
種
施
策
の

遂
行
に
当
た
っ
て
、
近
隣
自

治
体
と
連
携
し
な
が
ら
推
進

す
べ
き
だ
と
市
民
が
求
め
て

き
た
時
が
、
合
併
を
議
論
す

る
時
期
だ
と
考
え
る
。
現
行

の
体
制
の
中
で
も
、
広
域
連

合
や
一
部
事
務
組
合
な
ど
広

域
行
政
の
手
法
は
用
意
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
に

よ
り
施
策
に
取
り
組
み
、
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

情
報
共
有
・
参
加
等

基
本
原
則
の
考
え
問
う

土
地
利
用
等
の
考
え
方

市
債
残
高
抑
制
へ

目
標
値
の
設
定
求
め
る

平平成成１１８８年年１１００月月１１日日かからら平平塚塚市市自自治治基基本本条条例例施施行行
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地
域
の
人
材
活
用
し

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

（�）平成��年（２００７年）�月��日

本
市
財
政
の
健
全
化
へ
向
け

財
務
体
質
の
改
善
図
る

ひらつか議会だより

平塚市自治基本条例制定記念フォーラム

継
続
審
査
中
の
平
塚
市
総
合
計
画
基
本
構
想

検
討
段
階
か
ら
の
経
緯
尋
ね
る

１９
年
度
の
予
算
編
成

市
民
生
活
の
実
態
と
ら
え
ど
う
反
映
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